
－　原著　－

日本全国の一般家庭で飼育されている犬および猫における

消化管内寄生虫の調査

伊藤直之1)　兼島　孝2)　佐伯英治3)　金井一享1)

近澤征史朗4)　堀　泰智4)　星　史雄4)　樋口誠一1)

1）北里大学獣医学部小動物第1内科学研究室（青森県十和田市東23番町35-1　〒034-8628）

2）みずほ台動物病院（埼玉県富士見市西みずほ台1-21-5　〒354-0018）

3）サエキベテリナリィ・サイエンス（東京都世田谷区宮坂2-14-2-203　〒156-0051）

4）北里大学獣医学部小動物第2内科学研究室（青森県十和田市東23番町35-1　〒034-8628）

☆連絡責任者：伊藤直之（北里大学獣医学部小動物第１内科学研究室）

　　　　　　　〒034-8628　青森県十和田市東23番町35-1　TEL 0176-23-4371

Investigation of Intestinal Parasites in Private Household Dogs and Cats in Japan

Naoyuki ITOH1),　Takashi KANESHIMA2),　Hideharu SAEKI3),　Kazutaka KANAI1)

Seishiro CHIKAZAWA4),　Yasutomo HORI4),　Fumio HOSHI4),　Seiichi HIGUCHI1)

1) 1st Department of Small Animal Internal Medicine, School of Veterinary Medicine, Kitasato University, 23-35-1 Higashi, 
Towada-shi, Aomori 034-8628, Japan

2) Mizuhodai Animal Hospital, 1-21-5, Nishi Mizuhodai, Fujimi-shi, Saitama 354-0018, Japan
3) Saeki Veterinary Science, 2-14-2-203 Miyasaka, Setagaya-ku, Tokyo 156-0051, Japan
4) 2nd Department of Small Animal Internal Medicine, School of Veterinary Medicine, Kitasato University, 23-35-1 Higashi, 

Towada-shi, Aomori 034-8628, Japan

(Received 26 February 2010 / Accepted 27 April 2010)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

SUMMARY : The prevalence of intestinal parasites in fresh feces of 270 private household dogs (1-6 months: 150 

dogs, over 1 year: 120 dogs) and 216 cats (1-6 months: 112 cats, over 1 year: 104 cats) was evaluated using the 

ELISA for Giardia antigen and the formalin-ethyl acetate sedimentation technique for other parasites. The fecal 
samples were collected from 37 animal hospitals in 20 Prefectures of several regions in Japan. The prevalence of 

intestinal parasites in 1-6 months dogs (40.7 %, 61/150) was significantly higher than that of over 1 year dogs (5.8 %, 

7/120) (P＜0.001). Also, the prevalence of intestinal parasites in 1-6 months cats (22.3 %, 25/112) was significantly 

higher than that of over 1 year cats (3.8 %, 4/104) (P＜0.001). Giardia was most frequently detected in both of 1-6 
months dogs (33.3 %) and over 1 year dogs (2.5 %). In cats, Toxocara cati was most frequently detected in both of 
1-6 months cats (15.2 %) and over 1 year cats (1.9 %). Giardia in dogs and T. cati in cats were detected in all of the 
regions. The results suggest that Giardia and T. cati are very common in private household dogs and cats, respec-
tively, in Japan.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　        （J Anim Clin Med, 19 (2) 41-49, 2010）
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は　じ　め　に

　犬と猫の消化管内寄生虫は，下痢の原因として重要で

あり，また，その一部は人獣共通感染性であることが示

されている[1]。近年，犬や猫がコンパニオンアニマルと

しての地位を確立し，人との関係がより親密になってき

たことから，犬と猫が保有する消化管内寄生虫の人への

感染が危惧されるようになっている[2-14]。日本国内の

犬と猫における消化管内寄生虫の感染状況に関しては，

これまでにも様々な調査がなされているが，全国規模で

調査した報告はきわめて少ないことから[15]，今回，日

本全国の一般家庭で飼育されている犬と猫を対象に，消

化管内寄生虫の感染状況について調査した。

材料および方法

　2009年1月～ 8月の期間に，日本全国20都道府県に

存在する34カ所の動物病院（北海道1，青森県1，岩手

県1，秋田県1，宮城県1，群馬県1，埼玉県5，東京都4，

千葉県2，神奈川県2，新潟県1，長野県1，静岡県1，愛

知県1，大阪府1，広島県2，山口県1，徳島県3，福岡県

2，沖縄県2）に来院した犬270頭（1～ 6カ月齢：150頭，

1歳齢以上：120頭），猫216頭（1～ 6カ月齢：112頭，

1歳齢以上：104頭）より新鮮便を採取した。ジアルジア

はELISA法による特異抗原検出キット（SNAP Giardia, 

IDEXX Laboratories, Inc., USA）を用いて検出し，その

他の消化管内寄生虫はホルマリン・酢酸エチル沈澱法に

よる糞便検査法で検出した[16]。それぞれの犬および猫

について，年齢（1～ 6カ月齢，1歳齢以上），飼育環境

（室内飼育，室外飼育），入手先（一般個人，ペットショッ

プ・繁殖施設，保護），性別（雄，雌），ワクチンの接種

状況（接種済み，未接種），地区（東日本：「北海道・東

北および関東・中部」と西日本：「近畿・中国・四国およ

び九州・沖縄」に区分）および肉眼的な糞便性状（固形

便，軟便，下痢便）を併せて記録した。成績は，犬・猫

ともに消化管内寄生虫の検出率や検出寄生虫種は年齢に

よって異なることが示唆されていることから[1]，それぞ

れの年齢群（1-6カ月齢，1歳齢以上）に区別して集計した。

統計学的解析はカイ二乗検定で行い，危険率が5％以下

（P＜0.05）の場合に有意差があると判断した。

成　　　　　績

　【犬】

　全体では1-6カ月齢の40.7％（61/150），1歳齢以上の

5.8％（7/120）から何らかの消化管内寄生虫が検出され，

1～6カ月齢の検出率は1歳齢以上より有意に高かった（P

＜0.001）（Table 1）。

　種々の調査項目を犬の年齢別で解析すると，1-6カ月

齢においては，飼育環境で室内飼育（41.0％，57/139）

と室外飼育（36.4％，4/11）の消化管内寄生虫検出率に

差は認められなかった。入手先ではペットショップ・繁

殖施設の検出率49.6％（56/113）は，一般個人の16.1％

（5/31）や保護の0％（0/6）より有意に高かった（それ

ぞれP＜0.01，P＜0.05）。性別では雄42.1％（32/76），

雌39.2％（29/74）であり，差は認められなかった。ワ

クチンの接種状況では，接種済みの消化管内寄生虫検出

43.2％（54/125）と未接種の28.0％（7/25）に有意差は

なかった。地区別でも東日本の44.2％（46/104）と西日

本の32.6％（15/46）に有意差はなく，また，糞便性状

でも固形便37.2％（45/121），軟便57.7％（15/26），下

痢便33.3％（1/3）で差は認められなかった。

　1歳齢以上の犬においては，飼育環境（室内飼育5.7％：

6/106，室外飼育7.1％：1/14），入手先（一般個人2.9％：

1/34，ペットショップ・繁殖施設6.9％：5/72，保護

7.1％：1/14），性別（雄8.8％：5/57，雌3.2％：2/63），

ワクチンの接種状況（接種済み5.7％：6/105，未接種

6.7％：1/15），地区別（東日本6.3％：5/79，西日本4.9％：

2/41），糞便性状（固形便6.1％：7/114，軟便0％：0/6，

下痢便0％：0/0）のいずれの項目でも有意差は認められ

なかった。

　寄生虫種別では1～ 6カ月齢の犬においては6種の寄

生虫が検出され，それぞれの検出率はジアルジア33.3％

（50/150）で最も高く，次いでイソスポラ3.3％（5/150），

犬回虫2.0％（3/150），犬鉤虫1.3％（2/150），糞線虫1.3％

（2/150），犬鞭虫1.3％（2/150）であった。これらのう

ち1例でジアルジアと犬回虫が，また，2例でジアルジ

アと犬鞭虫が重複して検出された（Table 2）。1歳齢以

要約：日本全国20都道府県37カ所の動物病院に来院した犬270頭（1-6カ月齢：150頭，1歳齢以上：120頭），猫216頭

（1-6カ月齢：112頭，1歳齢以上：104頭）より新鮮便を採取し，消化管内寄生虫の感染状況を調査した。ジアルジアは

ELISA法による特異抗原検出により，また，その他はホルマリン・酢酸エチル沈澱法による糞便検査法で評価した。消

化管内寄生虫検出率は，犬において1～ 6カ月齢（40.7％：61/150）で1歳齢以上（5.8％：7/120）より有意に高く（P＜0.001），

また，猫でも1-6カ月齢（22.3％：25/112）は，1歳齢以上（3.8％：4/104）より有意に高かった（P＜0.001）。寄生虫種

別の検出率は，両年齢群において犬ではジアルジアが（1～ 6カ月齢：33.3％，1歳齢以上：2.5％），猫では猫回虫が（1

～ 6カ月齢：15.2％，1歳齢以上：1.9％）最も高く，東西日本の両地区から検出され，全国規模での蔓延が示唆された。

キーワード：猫，犬，消化管内寄生虫
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上の犬では4種の寄生虫が検出され，それぞれの検出率

はジアルジアが2.5％（3/120）で最も高く，犬鉤虫1.7％

（2/120），犬回虫0.8％（1/120），マンソン裂頭条虫0.8％

（1/120）であった（Table 3）。

　各寄生虫の検出状況について解析すると，ジアルジア

については1～ 6カ月齢の犬で検出率が33.3％（50/150）

であり，1歳齢以上の2.5％（3/120）より有意に高かった（P

＜0.001）。1～ 6カ月齢において，入手先別ではペット

ショップ・繁殖施設のジアルジア検出率43.4％（49/113）

は，一般個人の3.2％（1/31）より有意に高かった（P

＜0.001）。ワクチン接種の状況別では，接種済みでの検

出率37.6％（47/125）が未接種の12.0％（3/25）より

有意に高かった（P＜0.05）。地区別では東日本40.4％

（42/104），西日本17.4％（8/46）であり，東日本の検出

率が有意に高かった（P＜0.001）。一方，糞便性状や性

別によるジアルジア検出率の違いは認められなかった。

　1～ 6カ月齢の犬におけるジアルジア以外の検出寄生

虫および1歳齢以上における消化管内寄生虫の検出数は，

Table 1　飼育犬270例の消化管内寄生虫検出状況

項　　目

年　　　齢

1～ 6カ月齢

n＝150

1歳齢以上

n＝120
全　　体 40.7% (61/150) * a) 5.8% (7/120) b)

飼育環境 室内飼育

室外飼育

41.0% (57/139)

36.4% (4/11)

5.7% (6/106)

7.1% (1/14)
入手先 一般個人

ペットショップ・繁殖施設

保　護

16.1% (5/31) c)

49.6% (56/113) d)

   0% (0/6) e)

2.9% (1/34)

6.9% (5/72)

7.1% (1/14)
性　別 雄

雌

42.1% (32/76)

39.2% (29/74)

8.8% (5/57)

3.2% (2/63)
ワクチン接種の状況 接種済み

未接種

43.2% (54/125)

28.0% (7/25)

5.7% (6/105)

6.7% (1/15)
地　区 東日本

西日本

44.2% (46/104)

32.6% (15/46)

6.3% (5/79)

4.9% (2/41)
糞便性状 固形便

軟　便

下痢便

37.2% (45/121)

57.7% (15/26)

33.3% (1/3)

6.1% (7/114)

  0% (0/6)

  0% (0/0)
＊：（検出数/調査数）

a) vs b)：P＜0.001，　　c) vs d)：P＜0.01，　　d) vs e)：P＜0.05

Table 2　1 ～ 6カ月齢の犬150例における各寄生虫種の検出数とその詳細

項　　目 (調査数)
寄生虫種と検出数

ジアルジア

n＝50 (33.3 %)

イソスポラ

n＝5 (3.3 %)

犬回虫

n＝3 (2.0 %)

犬鉤虫

n＝2 (1.3 %)

糞線虫

n＝2 (1.3 %)

犬鞭虫

n＝2 (1.3 %)
飼育環境 室内飼育 (n＝139)

室外飼育 (n＝11)

34.5% (48/139) *

18.2% (2/11)

5

0

2

1

2

0

1

1

2

0
入手先 一般個人 (n＝31)

ペットショップ・繁殖施設 (n＝113)

保　護 (n＝6)

 3.2% (1/31) a)

43.4% (49/113) b)

   0% (0/0)

0

5

0

3

0

0

0

2

0

1

1

0

0

2

0
性　別 雄 (n＝76)

雌 (n＝74)

35.5% (27/76)

31.1% (23/74)

1

4

3

0

2

0

0

2

2

0
ワクチン接種

の状況

接種済み (n＝125)

未接種 (n＝25)

37.6% (47/125) c)

12.0% (3/25) d)
4

1

2

1

1

1

2

0

1

1
地　区 東日本 (n＝104)

西日本 (n＝46)

40.4% (42/104) e)

17.4% (8/46) f)
2

3

1

2

1

1

0

2

2

0
糞便性状 固形便 (n＝121)

軟　便 (n＝26)

下痢便 (n＝3)

31.4% (38/121)

42.3% (11/26)

33.3% (1/3)

3

2

0

2

1

0

2

0

0

1

1

0

2

0

0
ジアルジア＋犬回虫：1例

ジアルジア＋犬鞭虫：2例
＊：（検出数/調査数）

a) vs b)：P＜0.001，　　c) vs d)：P＜0.05，　　e) vs f)：P＜0.001
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いずれも少ないことから，統計学的比較を実施しなかっ

た。イソスポラが検出された5例は，すべて1～ 6カ月

齢の室内で飼育されているペットショップ・繁殖施設か

ら入手したものであった。犬回虫および犬鉤虫の検出は

年齢，その他の調査項目において，特徴的な所見がみら

れなかった。犬鞭虫は1～6カ月齢からのみ2例検出され，

いずれも入手先はペットショップ・繁殖施設であり，また，

地区別では東日本であった。糞線虫の2例も1～ 6カ月

齢からのみ検出されたが，地区別ではいずれも西日本で

あった。マンソン裂頭条虫は1例のみ検出され，西日本

で室内飼育されている1歳齢以上の犬であった。

　【猫】

　猫でも1～ 6カ月齢における消化管内寄生虫検出率

22.3％（25/112）は，1歳齢以上の3.8％（4/104）より

有意に高かった（P＜0.001）（Table 4）。

　各調査項目を猫の年齢別に解析すると，1～ 6カ月齢

では，飼育環境において室外飼育の消化管内寄生虫検出

率54.5％（6/11）は，室内飼育の18.8％（19/101）より

有意に高かった（P＜0.05）。入手先（一般個人15.0％：

3/20，ペットショップ・繁殖施設11.8％：2/17，保護

26.7％：20/75）， 性 別（ 雄21.4％：12/56， 雌23.2％：

13/56），ワクチンの接種状況（接種済み19.7％：12/61，

未接種25.5％：13/51），地区別（東日本20.8％：16/77，

西日本25.7％：9/35），糞便性状（固形便21.0％：22/105，

Table 3　1歳齢以上の犬120例における各寄生虫種の検出数とその詳細

項　　目 (調査数)
寄生虫種と検出数

ジアルジア

n＝3 (2.5 %)

犬回虫

n＝1 (0.8 %)

犬鉤虫

n＝2 (1.7 %)

マンソン裂頭条虫

n＝1 (0.8 %)
飼育環境 室内飼育 (n＝106)

室外飼育 (n＝14)

3

0

1

0

1

1

1

0
入手先 一般個人 (n＝34)

ペットショップ・繁殖施設 (n＝72)

保　護 (n＝14)

0

2

1

0

1

0

1

1

0

0

1

0
性　別 雄 (n＝57)

雌 (n＝63)

3

0

0

1

1

1

1

0
ワクチン接種の状況 接種済み (n＝105)

未接種 (n＝15)

3

0

1

0

1

1

1

0
地　区 東日本 (n＝79)

西日本 (n＝41)

3

0

1

0

1

1

0

1
糞便性状 固形便 (n＝114)

軟　便 (n＝6)

下痢便 (n＝0)

3

0

0

1

0

0

2

0

0

1

0

0

Table 4　飼育猫216例の消化管内寄生虫検出状況

項　　目

年　　　齢

1-6カ月齢

n＝112

1歳齢以上

n＝104
全　体 22.3% (25/112) * a)  3.8% (4/104) b)

飼育環境 室内飼育

室外飼育

18.8% (19/101) c)

54.5% (6/11) d)
 2.1% (2/96)

25.0% (2/8)
入手先 一般個人

ペットショップ・繁殖施設

保　護

15.0% (3/20)

11.8% (2/17)

26.7% (20/75)

   0% (0/13)

   0% (0/15)

 5.3% (4/76)
性　別 雄

雌

21.4% (12/56)

23.2% (13/56)

 1.8% (1/57)

 6.4% (3/47)
ワクチン接種の状況 接種済み

未接種

19.7% (12/61)

25.5% (13/51)

 1.4% (1/74)

10.0% (3/30)
地　区 東日本

西日本

20.8% (16/77)

25.7% (9/35)

 2.9% (2/68)

 5.6% (2/36)
糞便性状 固形便

軟　便

下痢便

21.0% (22/105)

42.9% (3/7)

   0% (0/0)

 3.9% (4/103)

   0% (0/1)

   0% (0/0)
＊：（検出数/調査数）

a) vs b)：P＜0.001，　　c) vs d)：P＜0.05
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軟便42.9％：3/7，下痢便0％：0/0）の項目ではいずれも

有意差がなかった。

　1歳齢以上の猫でも飼育環境において，室外飼育の消

化管内寄生虫検出率25.0％（2/8）は，室内飼育の2.1％

（2/96）より有意に高かった（P＜0.05）。一方，入手先

（一般個人0％：0/13，ペットショップ・繁殖施設0％：

0/15，保護5.3％：4/76），性別（雄1.8％：1/57，雌6.4％：

3/47），ワクチンの接種状況（接種済み1.4％：1/74，未

接種10.0％：3/30），地区別（東日本2.9％：2/68，西日

本5.6％：2/36），糞便性状（固形便3.9％：4/103，軟便0％：

0/1，下痢便0％：0/0）では有意差が認められなかった。

　寄生虫種別では1-6カ月齢の猫で5種の寄生虫が検出

され，それぞれの検出率は猫回虫が15.2％（17/112）で

最も高く，次いでジアルジア3.6％（4/112），イソスポ

ラ3.6％（4/112），猫鉤虫2.7％（3/112），キャピラリア

属線虫0.9％（1/112）であった（Table 5）。これらのう

ち1例でジアルジアと猫回虫，また，1例でイソスポラと

猫回虫，さらに，1例で猫回虫と猫鉤虫およびキャピラ

リア属線虫の3種が重複して検出された。1歳齢以上の

猫では3種の寄生虫が検出され，猫回虫が1.9％（2/104）

で最も高く，マンソン裂頭条虫1.0％（1/104），キャピラ

リア属線虫1.0％（1/104）であった（Table 6）。

　各寄生虫の検出状況は，猫回虫は1～ 6カ月齢の検出

率が15.2％（17/112）であり，1歳齢以上の1.9％（2/104）

より有意に高かった（P＜0.01）。1～ 6カ月齢において，

調査項目別の猫回虫検出率に有意差は認められなかった。

Table 5　1-6カ月齢の猫112例における各寄生虫種の検出数とその詳細

項　　目 (調査数)
寄生虫種と検出数

ジアルジア

n＝4 (3.6 %)

イソスポラ

n＝4 (3.6 %)

猫回虫

n＝17 (15.2 %)

猫鉤虫

n＝3 (2.7 %)

キャピラリア属

n＝1 (0.9 %)
飼育環境 室内飼育 (n＝101)

室外飼育 (n＝11)

4

0

3

1

12

 5

1

2

0

1
入手先 一般個人 (n＝20)

ペットショップ・繁殖施設 (n＝17)

保　護 (n＝75)

1

2

1

1

1

2

 1

 0

16

0

0

3

0

0

1
性　別 雄 (n＝56)

雌 (n＝56)

1

3

3

1

 8

 9

1

2

0

1
ワクチン接種の状況 接種済み (n＝61)

未接種 (n＝51)

2

2

3

1

 6

11

1

2

0

1
地　区 東日本 (n＝61)

西日本 (n＝51)

3

1

2

2

11

 6

0

3

0

1
糞便性状 固形便 (n＝105)

軟　便 (n＝7)

下痢便 (n＝0)

3

1

0

4

0

0

14

 3

 0

3

0

0

1

0

0
ジアルジア＋猫回虫：1例

イソスポラ＋猫回虫：1例

猫鉤虫＋猫回虫＋キャピラリア属：1例

Table 6　1歳齢以上の猫104例における各寄生虫種の検出数とその詳細

項　　目 (調査数)
寄生虫種と検出数

猫回虫

n＝2 (1.9 %)

キャピラリア属

n＝1 (1.0 %)

マンソン裂頭条虫

n＝1 (1.0 %)
飼育環境 室内飼育 (n＝96)

室外飼育 (n＝8)

1

1

1

0

0

1
入手先 一般個人 (n＝13)

ペットショップ・繁殖施設 (n＝15)

保　護 (n＝76)

0

0

2

0

0

1

0

0

1
性　別 雄 (n＝57)

雌 (n＝47)

1

1

0

1

1

0
ワクチン接種の状況 接種済み (n＝74)

未接種 (n＝30)

0

2

1

0

0

1
地　区 東日本 (n＝68)

西日本 (n＝36)

1

1

0

1

1

0
糞便性状 固形便 (n＝103)

軟　便 (n＝1)

下痢便 (n＝0)

2

0

0

1

0

0

1

0

0
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　1～ 6カ月齢の猫における猫回虫以外の検出寄生虫お

よび1歳齢以上における消化管内寄生虫の検出数は，い

ずれも少ないことから，統計学的比較を実施しなかった。

ジアルジア，イソスポラおよび猫鉤虫は，1～ 6カ月齢

でのみ検出され，猫鉤虫が検出された3例はいずれも西

日本であった。キャピラリア属線虫は，1～ 6カ月齢と1

歳齢以上から各1例ずつ検出され，いずれも西日本から

の検出であった。マンソン裂頭条虫は，1歳齢以上から1

例のみ検出された。

考　　　　　察

　犬や猫の消化管内寄生虫は，飼育環境の改善や飼育者

の衛生観念の発達，そして，有効な広域駆虫薬の開発に

より，すでに過去の問題であるような印象を与えている。

しかしながら，2005年に内田らは，沈澱法による糞便検

査で，一般家庭の飼育犬における全国規模の調査を実施

し，6カ月齢未満の犬における消化管内寄生虫の検出率

は，12.1％（31/257）であったことを報告している[15]。

また，伊藤らは2005年に特定地域における調査ではあ

るが，同じ沈澱法による糞便検査で，1～ 6カ月齢の猫

における消化管内寄生虫の検出率が34.4％（42/122）で

あったことを報告している[17]。ジアルジアの検出方法

は異なるが，他の検出方法は同じである今回の全国調査

でも，一般個人の家庭で飼育されている1～ 6カ月齢の

犬および猫における消化管内寄生虫の検出率は，それぞ

れ40.7％（犬）および22.3％（猫）と高い値であり，犬

や猫の消化管内寄生虫感染が過去の問題ではないことが

明らかとなった。

　消化管内寄生虫全体の検出率は，犬・猫ともに1-6

カ月齢で1歳齢以上より高かったが，これは寄生虫種

別の解析から明らかなように，犬ではジアルジア，猫

では猫回虫の検出がこの年齢に集中していることに起

因すると考えられた。さらに，犬・猫ともに少数では

あるが，イソスポラの検出がこの年齢群に限定的であ

ることや猫では加えて猫鉤虫の検出が同様であること

も影響していると推測された。また，1歳齢以上の犬

における消化管内寄生虫の検出率が低いことには，線

虫に対する駆虫効果を有する成分を含むフィラリア予

防薬の投与も，部分的には影響している可能性がある

と推測された。ペットショップや繁殖施設の幼若な犬

でジアルジアとイソスポラの検出率が高いことは，従

来から指摘されていることであり[18-23]，本調査の

入手先別でペットショップ・繁殖施設におけるジアル

ジアの検出率が，他の入手先より高いことやイソスポ

ラが検出されたのは，すべてペットショップ・繁殖施

設から入手したものであったことがそれを裏付けている。

ペットショップや繁殖施設のような限られた空間におけ

る犬の集団飼育では，シストの経口摂取によるジアルジ

アの伝播が容易に生じると考えられており[24]，同様の

状況がイソスポラでも推測可能である。そして犬におい

てはイソスポラの検出が1～ 6カ月齢に限定的であった

ことの理由は，特異的免疫が獲得されることや1歳齢以

上の犬では治療を受けている可能性があることの結果で

あると考えられた[25-27]。ジアルジアの検出率は，地域

による差が認められたが，その理由は明らかではない。

しかし，子犬のジアルジア感染源の一つとして重要な繁

殖施設のジアルジア抗原検出率は，各施設によって広い

ばらつきがみられ，おそらくは管理状態の違いによると

推測されていることから[21]，今回の調査でもそのよう

な背景が存在する可能性があると思われた。一方，猫回

虫については，若齢猫の主要な感染経路である経乳感染

による垂直感染が[28-30]，1～ 6カ月齢の猫における高

い検出率に大きく影響を与えたものと考えられた。なぜ

なら，猫の消化管内寄生虫全体では，室外飼育の検出率

が室内飼育より高く，野外に存在する感染子虫等の直接

摂取や昆虫などの待機宿主の捕食が原因と考えられるが

[28, 29, 31]，猫回虫の1～ 6カ月齢では飼育環境による

検出率に差が認められず，野外での感染源摂取の有無に

影響を受けない要因が重要であり，それが経乳感染であ

ると考えられるからである。猫のイソスポラに関しては，

検出が1～ 6カ月齢の猫に限定的であったことの原因は

不明である。猫のイソスポラは，犬とは異なり免疫獲得

が不十分であるために，再感染の可能性があるとされて

いる[26]。今回，イソスポラが検出された4例は，2例が

保護されたものであり，1例がペットショップ・繁殖施

設由来，1例が一般個人由来であった。これらの猫が何

らかの形で成熟オーシストを摂取したことは確かである

が，特にこれらの猫だけに共通した感染要因はみられな

かった。ただし，猫に寄生するイソスポラと年齢との関

係で，Isospora felis の検出率は子猫で高く成猫で低いが，

I. rivoltaは逆の傾向があるとされ，免疫応答の違いが示

唆されている[32]。今回の調査では，検出されたイソス

ポラオーシストの計測を実施していないことから，確か

なことは言えないが，以上のことが関与している可能性

も否定はできない。猫鉤虫が検出された3例は，いずれ

も西日本で飼育されており，2例が3カ月齢の保護された

室内飼育猫，1例が6カ月齢の室外飼育猫であった。こ

れらの事実から考えられることは，猫鉤虫のプレパテン

トピリオドが22～ 25日であることを考慮すれば[33]，3

カ月齢の保護された室内飼育2例については，保護され

る以前のおそらくは野外における経口感染や経皮感染と

ともに，母猫からの経乳感染も考えられ[33]，6カ月齢

の室外飼育猫の猫鉤虫検出についても同様である。いず

れにしても，猫鉤虫の検出が，すべて西日本の猫からで

あったことは，感染に必要な排泄虫卵から感染子虫への

発育に西日本の気候が有利であることを示しているのか

も知れない。同様に猫のキャピラリア属線虫は西日本で

のみ検出されたが，今回の調査頭数が少ないこと以外に，
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東日本で検出されないことの原因を推測することはでき

なかった。

　その他の消化管内寄生虫としては，犬回虫が1～ 6カ

月齢から3例，1歳齢以上から1例の計4例から検出され

た。1-6カ月齢の3例は，いずれも1～ 2カ月齢であった

ことから，犬回虫の主要な感染経路である胎盤感染によ

るものと考えられた[28, 29, 34, 35]。一方，1歳齢以上

の1例は，2歳齢の雌で室内飼育だった。犬回虫の成虫

寄生は，自然排虫現象や液性および細胞性免疫が介在し

た年齢抵抗性のため，6カ月齢以下の個体が一般的であ

るとされている[28, 36-38]。しかしながら，成犬でも免

疫抑制状態では成虫寄生による虫卵の排泄が認められる

ことが示されている[28, 29]。

　犬鉤虫は1～ 6カ月齢から2例，1歳齢以上から2例の

計4例から検出された。1～ 6カ月齢の2例は，いずれも

4～ 5カ月齢の室内飼育であったが室外への散歩の可能

性もあり，子犬における感染経路の一つである経乳感染

や外出時の経口ないしは経皮感染が考えられた[33, 39]。

一方，1歳齢以上の2例はいずれも4歳齢であり，1例は

室外飼育であったことから，野外での経皮ないしは経口

感染が疑われた。他の1例は室内飼育であったが，前述

と同様に散歩の可能性は考えられ，経皮ないしは経口感

染があったものと推測される。

　糞線虫の2例および犬鞭虫の2例は，どちらも1～ 6

カ月齢から検出された。糞線虫の検出された1例は，ペッ

トショップ・繁殖施設から入手した2カ月齢の室内飼育

犬であり，これまでにも示されているペットショップ・

繁殖施設での経皮ないしは経口感染や母犬からの経乳感

染も考えられる[40, 41]。他の1例は6カ月齢の室外飼育

犬であり，一般個人から入手した雑種犬で，さらに，糞

線虫の検出率が高いことが報告されている沖縄県の犬で

あった[42, 43]。以上のことから，この個体に関しては，

野外において糞線虫の経皮ないしは経口感染を受けた可

能性が高いと考えられた。犬鞭虫が検出された2例は，

両者ともにペットショップ・繁殖施設から入手した室内

飼育の3カ月齢と5カ月齢であった。犬鞭虫の感染経路

は経口感染に限られ，プレパテントピリオドが70～ 107

日と比較的長いことから[44]，散歩中の感染と言うより

は，むしろペットショップ・繁殖施設の運動場等の汚染

による感染の可能性が高いように思われた。

　猫では前述の猫回虫，イソスポラ，キャピラリア属以

外に検出された消化管内寄生虫は，ジアルジアとマンソ

ン裂頭条虫だった。ジアルジアは犬とは異なり，4例と

少数であったが，1～ 6カ月齢でのみ検出されたことは，

犬と類似し，また，検出率が低かったことは，従来の報

告と一致していた[17]。ジアルジアが検出された4例中

2例は保護された1～ 6カ月齢の猫であり，いずれも室

内飼育であったことから，保護される以前の野外での感

染や家庭で飼育されている猫に比較してジアルジアの検

出率が高いことが報告されている保護施設における感染

の可能性があると考えられた[45, 46]。残る2例中1例は

ペットショップ・繁殖施設から入手した3カ月齢の室内

飼育猫であり，犬と同様に猫でもこれらの施設ではジア

ルジアの検出率が高いことが示されている[46]。残りの

1例は，一般個人から入手した4カ月齢の室内飼育猫で

あった。現在の飼育環境下で感染が生じるとは考えがた

く，入手前の状況は不明であることから，感染源を特定

することはできないが，入手前には室外で生活する機会

があり，その際に感染を受けた可能性があるように推察

された。マンソン裂頭条虫が検出された1例は，室外飼

育の3歳齢であり，感染には第2中間宿主であるヘビや

カエル，またはそれらを摂取したネズミなどの待機宿主

を捕食する必要があることから[47]，妥当な成績と考え

られた。なお，犬においてマンソン裂頭条虫が検出され

た1例は，1歳齢以上の室内飼育犬であったが，散歩等

で外出した際に野外で第2中間宿主を摂取して感染を受

けたものと推測された。

　本調査において，犬・猫でそれぞれ検出率が最も高かっ

たジアルジアと猫回虫は，いずれも人獣共通感染性であ

ると考えられている[1, 48, 49]ことから，公衆衛生学的

にも重要である。さらに，ジアルジアや猫回虫が検出さ

れた糞便の多くが下痢便ではなかったことにも注目すべ

きである。なぜなら，糞便性状に異常が認められない場

合，飼育者が自らの動物の寄生虫感染に気づく可能性が

低いと推測されるからである。このことは，他の寄生虫

種においても類似しており，消化管内寄生虫の寄生が症

状発現を意味するものではなく，不顕性感染が多いこと

を示している。

　ワクチンを接種済みの動物においては，その多くが一

度は糞便検査を受けている可能性が高いと推察されるが，

犬・猫ともにワクチン接種の有無による消化管内寄生虫

の検出率に有意差が認められず，動物病院における糞便

検査や駆虫処置の不備，さらには，再感染防止策の不備

などいくつかの問題点が存在する可能性が考えられた。

　今後，さらに調査規模を拡大し，飼育犬および猫にお

ける消化管内寄生虫に関して，より価値のあるデータを

提供したい。
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